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レジャーダイバーを対象に
安全／医療情報・保険・緊急医療援助を提供し、

ダイビングの安全性を高める
DAN JAPAN（Divers Alert Network JAPAN）を運営しています。

安全事業部

Alert Diver Lite
2017年夏号
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　研究集会には、約140名のダイビング関係聴講者にご
参加いただき、102名の方からアンケートを回収しました。
　今回、男性が69％、女性が26％となり、圧倒的に男性
が多い結果となりました。
　年代別では50代が一番多く、27％となりました。突出し
た年齢分布はなく、20代から60代のアクティブなダイバー
が参加されていたことが判ります。

第18回 安全潜水を考える会 
研究集会誌上レビュー

お知らせ

2016年11月12日（土）、東京海洋大学 越中島キャンパス（海洋工学部）越中島会館で
「第18回 安全潜水を考える会 研究集会」を開催しました。
第18回目となる本会では、多方面の専門家による「ダイビングの安全」をキーワードとした演題が集まり、
多くの熱心なダイバーが聴講しました。今回は、講演のレビューを掲載いたします。
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Alert Diver Monthly2017年1月創刊!
　Web版「Alert Diver Monthly」を創刊します。「Monthly」（月刊）の名前

の通り、協会誌「海洋レジャー」の発行月以外の毎月30日（30日が営業日で

ない場合は直近の前営業日）に発行します。

　DAN会員は様々なデバイスでいつでも閲覧が可能となります。

　ダイビングの安全には、適切な知識を持つことが大切です。医師や専門家

のエキスパートオピニオンやDAN JAPANからの情報満載の「Alert Diver 

Monthly」をぜひご購読下さい!

2016年1月より、Web版
「Alert Diver Monthly」を
創刊しました。（詳細は56Pをご確認ください。）

今回の誌上レビューは各先生
の講演の要約ですが、2017
年1月創刊の「Alert Diver 
Monthly」ではほぼ全文、さら
には講演に使用された資料
なども掲載する予定です。
DAN JAPAN会員への提供
サービスとなります。

「MyDAN」からログイン（会
員番号、パスワード必須）→

「Ale r t Diver Monthly」
をご覧いただけます。

Alert Diver Monthly

中扉写真：水口博也（CETUS）／ハタゴイソギンチャクに住むアカホシカニダマシとクマノミ／撮影地：マブール

Report

東京海洋大学のご紹介

　日本の国立大学で唯一、海洋に関する総合
的な教育研究に特化した大学です。
 「海を知り、守り、利用する」ための教育研究の
中心拠点であり、2003年に歴史ある東京商船
大学と東京水産大学の２大学が統合され、東京
海洋大学が設置されました。
越中島キャンパスは東京都江東区にあり、緑豊
かなキャンパスが魅力です。
キャンパス内で観覧可能な「重要文化財　明治
丸」は、日本に現存する唯一隻の鉄船で、鉄船
時代の造船技術を今に伝える貴重な遺産として
日本初の重要文化財指定を受けた船です。

［参加者男女比］
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未回答5％
［年代別参加者］
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40代
23％60代

18％
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●同日に行うスクーバダイビングと
　素潜りのミックスについて
 「スクーバダイビングと素潜りのミックス」を考える上で、
潜水医学界の見解は統一されておらず、実際DAN本
部ホームページ掲載のQ&Aにも複数の異なる見解が
掲載されています。科学的エビデンスに乏しいため、明
確な回答は極めて難しいですが、その中でデューク大学

（Duke University）のニール・ポロック医師（Dr. 
Neal W. Pollock）による回答を中心に紹介します。
　この問題を検討する上で、3つの考慮するべき因子
が存在します。
①スクーバの潜水深度と時間
②素潜りの潜水深度
③素潜りとスクーバダイビングの両活動の間の時間
これらの因子について、以下の範囲内であれば許容
範囲内であると考えています。
  【例】 
 ・スクーバ 最大深度10ｍ／30分→インターバル 約

60分→9ｍを超えない深度の素潜り
 ・3ｍ〜4.5ｍを超えない深度の素潜り→インターバル

なし→スクーバダイビング
 ・午前 9ｍを超えない深度の素潜り→午後 スクーバ

ダイビング
　また、減圧テーブルでの無減圧潜水ぎりぎりまで潜
水した場合には、3ｍ〜 4.5ｍの素潜りでも減圧症発
症のリスクが高まります。スクーバダイビングにおいて
減圧症を100％防ぐという基準はなく、脱水症状、体
型（脂肪組織）、心臓（卵円孔開存）など各ダイバーの
持つリスク因子もあり、前述された3つの因子と複雑
に関係しています。このため、減圧症への罹患を防ぐ
絶対的なルールに関する科学的エビデンスはなく、ス
クーバダイビングと素潜りのミックスを実施する場合に

●ダイビング事故の態様と紛争の状況
 　まず、ダイビング事故における基本的な考え方の紹
介をします。
　事故発生時、インストラクターやガイドが、事故者が
指示に従わなかったことが原因と主張する場合があり
ます。事故者が初心者（体験ダイビングやCカード取
得講習中）の場合は、自分で適切な行動をとることがで
きないため、事故者の過失を問うことは困難となります。
このため、ガイドやインストラクターの責任は極めて重く、
裁判になっても責任を争う、というよりは具体的に賠償
金額について争うこととなります。
　一方、事故者がCカード保有者で、アドバンスの
ディープ講習中やファンダイビング中は、仮にガイドやイ
ンストラクター側に何らかの過失があったとしても、事故
者自身の身を守る術がある、ということで事故者の過失
も問題となります。したがって、訴訟では賠償金額だけ
ではなく、事故者に過失があるか、その過失がどの程度
であったか、ということが争点となります。
　また、最近は、中高年の経験・知識を持ったダイバー
が事故に遭遇する事案も発生しています。こういった
場合には水中での疾病の発症を疑う場合もあります。
　今日は、私が担当して検証した案件をいくつかご紹
介しようと思います。
■事例１
　ベテランダイバーによるファンダイビング。80代男
性、経験本数232本。事前の診断書に異変なし。エ
ントリー後一旦海面に浮上し、その後レギュレーターが
口から外れた状態で沈み、海底で意識喪失した状態
で発見された。病院に搬送後、死亡が確認された。
　争点は複数ありました。
●BCにエアが入っていることを確認しなかった。（事

故者側主張）→ガイドは口頭で確認しており、かつ
経験者なので、エアを自分で入れる、レギュレーター
をリカバリーすることが可能であった。

●異変が生じたときにすぐに飛び込めるようにマスク／
フィンの装着が必要であった。（事故者側主張）→
前日も潜水しているアドバンスダイバーがいきなり沈
むということは予見できなかった。また、船上で事故
者をアテンドするためには視界を狭めるマスクや、行
動に制限がかかるフィンは装着しない方が良いと考
えるのが普通である。

●事故者が間違って排気したとしても、それ程早く排
気されないのではないか。（事故者側主張）→再現
実験を実施し、事故者の使用していたBCD（腰に
ついたボタン操作でBCDの給気／排気が可能の

は、現場の状況、天候などという要因も含めた慎重な
判断が必要だと考えます。

●子どもの素潜りの注意点について
 「大人のスキンダイビングと同じ活動時間と内容でよ
いのか」「限界近くまで息こらえをさせてもよいのか」とい
うことをよく質問されます。こちらについても科学的エビ
デンスは少ないですが、参考となるような考え方につい
て紹介します。

【外環境の影響、潜水に関わる生理と健康管理】
　子どもの体には、大人と異なる特徴があります。
●子どもの体と大人の体はサイズが違うため、大人と

比較して外環境の影響による体温の上昇や下降
のスピードが速い。（＝容積が少ないため、熱しやす
く冷めやすい）

●暑さ／寒さを感じる能力は、大人の方が敏感で子ど
もは感じにくい。

●体温を上げたり下げたりする調整能力の差異は、
不明。

●暑い時の発汗は、子どもの方が多い。
●しかし、汗に含まれるミネラルは子供の方が少ない

ため、大人ほど積極的な塩分補給は必要ない。
　以上をふまえて、事故発生のリスクを下げるための
現場でのマネジメントでは以下に注意してください。
●体温の上昇／下降のスピードが速いため、夏の陸

上・水中での活動時間は短めに
●陸上でのウェット着用は多量の発汗を防ぐため、大

人以上に最小限にとどめる
●発汗後の水分補給のために水をこまめに飲ませる
●暑さ／寒さを感じる能力が大人より弱いため、「暑

い？ 寒い？」と質問しても正しい回答は期待できな
い。よって、「顔の紅潮」、「唇の色」、「ふるえ」など、
子どもの状態をよく観察すること。

【中枢神経系の異常が子どもにも出る】
　2015年、小児科雑誌「Pediatrics」では素潜り
後のAGE（動脈ガス塞栓症）が疑われる症例が2例
紹介されています。同様の症状は大人でも発症します
が、この２症例とその他の症例を勘案し、子どもには限
界近くまで息こらえをさせない方がよいと考えます。素
潜りから上がった後に胸痛や呼吸困難、めまい、視覚
異常（ものが2つに見えるなど）、感覚異常、まひ、吐
き気などの症状があった場合には、早めの適切な医
療機関への受診をお勧めします。

空気の抜けるスピードを確認し、証拠として裁判所
に提出。検証結果として、インフレーター式よりも早
い排気が可能であると証明された。

　その他、医師やダイビング業界に意見を求め、最終的
にガイドに過失はないということと共に、今回の事案につ
いては事故者に何らかの疾病が発症したのではないか、
という意見を得ることとなり、最終的に和解となりました。
■事例2
　スノーケリング中の72歳男性が、穏やかな海面状
況の中であったにもかかわらず、溺れる様子もなく意識
喪失した状態で発見された。事前の申込書で既往症
として腎不全の申告あり。船上蘇生措置の甲斐なく、
最寄りの診療所で死亡が確認された。
　こちらの案件も、裁判で争うこととなりました。
●監視員が監視していなかったので事故者が溺れて
いるのに気づかなかった。（事故者側主張）→比較
的限定された水域で、他船の監視員も含めて多くのス
タッフがいたが、誰一人として事故者がパニックでバタ
バタしているのを目撃していない。何らかの原因で突
然意識喪失した場合、異変を発見することは困難であ
り、監視義務違反ではないと主張した。
　この事故者は、高血圧、慢性腎不全、糖尿病、弁
膜症で加療中でした。死体検案書では溺死記載され
ていましたが、診療所で撮影した画像を専門医に鑑定
依頼したところ、肺に水がほとんど入っておらず、溺死
の所見が否定される意見書が提出されました。裁判
所の判決でもこの意見書が引用されて内因性の原因

（病気）による心肺停止可能性が指摘され、また、ガイ
ドに注意義務違反もないという判決になりました。
　この2件のように、水中で突然意識を喪失したので
はないかという案件は結構あります。こういった際、遺
族の同意を得て解剖し、事故の原因を解明することが
出来ると良いのではないかと思います。

「安全な素潜りのために」 「日本におけるスノーケリング及び
 スクーバダイビングの裁判事例について」
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上野 園美先生
弁護士 シリウス総合法律事務所所属
サブパートナー

弁護士歴16年目。弁護士になって２年
目からダイビング訴訟を担当。当初はノ
ンダイバーであったが、Cカードを取得し
実際の事故の検証をしつつコンスタン
トにダイビング訴訟を担当している。多
数の著書もあり、Webでの情報発信
にも熱心に取り組んでいる。
著書：事例解説 介護事故における注
意義務と責任 （共著・新日本法規）／事
例解説 保育事故における注意義務と
責任 （共著・新日本法規）他




